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飯
山
市
青
少
年
育
成
補
導
員
会
の
活
動
を
紹
介

【
地
域
に
お
け
る
青
少
年
お
よ
び

青
少
年
を
め
ぐ
る
次
の
諸
状
況

に
つ
い
て
、情
報
の
把
握
を
行
う
】

①
青
少
年
グ
ル
ー
プ
の
組
織
状

　
況
お
よ
び
活
動
状
況
。

②
青
少
年
の
余
暇
活
動
等
お
よ

　

び
問
題
行
動
の
状
況
。

③
青
少
年
の
た
ま
り
場
お
よ
び

　

青
少
年
に
有
害
な
施
設
・
環

　

境
等
の
状
況
。

④
地
域
の
青
少
年
の
健
全
育
成
・

　

環
境
浄
化
に
対
す
る
取
り
組

　
み
の
状
況
。

⑤
そ
の
他
青
少
年
を
め
ぐ
る
諸

　
状
況
。

【
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
、

青
少
年
の
意
識
、
問
題
行
動
、

青
少
年
を
取
り
巻
く
有
害
環
境

の
実
態
お
よ
び
青
少
年
の
健
全

育
成
、
地
域
の
環
境
浄
化
活
動

の
実
践
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
に

対
す
る
啓
発
活
動
を
行
う
】

【
地
域
の
青
少
年
関
係
機
関
・
団

体
等
と
協
力
連
携
し
て
、
以
下
の

よ
う
な
地
域
ぐ
る
み
の
青
少
年

の
健
全
育
成
運
動
お
よ
び
地
域

環
境
浄
化
活
動
の
推
進
を
図
る
】

①
青
少
年
の
人
格
形
成
の
基
本

　

的
立
場
で
あ
る
、
明
る
い
家
庭

　
づ
く
り
。

②
青
少
年
に
有
害
な
社
会
環
境

　
の
排
除
お
よ
び
改
善
、
青
少
年

　
に
対
す
る
配
慮
の
要
請
活
動
。

③
青
少
年
の
非
行
防
止
の
た
め
の

　

諸
活
動
。

【
そ
の
他
諸
活
動
】

①
有
害
環
境
排
除
県
民
会
議
の

　

重
点
実
施
期
間
（
７
月・１1
月・

　
２
月
）
に
、
関
係
団
体
等
と
連

　

携
し
、
有
害
環
境
チ
ェ
ッ
ク
活

　

動
の
実
施
。

②
青
少
年
関
係
機
関
・
団
体
等

　
が
実
施
す
る
「
家
庭
の
日
」
の

　

普
及
や
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り

　

運
動
等
へ
の
積
極
的
な
参
加
。

③
各
種
研
修
等
へ
の
参
加

具
体
的
な
活
動

は
？

【
巡
回
補
導
活
動
】

①
各
小
学
校
区
班
で
地
区
内
の

　

補
導
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

　
す
。（
月
１
回
を
目
安
）

②
大
型
店
・
商
店
・
カ
ラ
オ
ケ
店

　
な
ど
、
青
少
年
の
集
ま
り
や
す

　
い
場
所
を
中
心
に
巡
回
し
て
い

　
ま
す
。

③
地
区
運
動
会
・

　

地
区
文
化
祭
・

　
お
祭
り
な
ど
、

　

多
く
の
人
が
集

　
ま
る
場
（
機
会
）

　
を
利
用
し
て
、

　
あ
い
さ
つ
声
か
け

　
し
て
い
ま
す
。

④
二
つ
の
班
が
合
同

　
で
月
１
回
市
街

　

地
（
飯
山
駅
・

　
大
型
店
舗
等
）

　

補
導
を
実
施
し

　
て
い
ま
す
。（
４

　

月
・
11
月
を
除

　
く
）

⑤
ゑ
び
す
講
、
い

　
い
や
ま
雪
ま
つ

　

り
で
の
、
飯
山

　

警
察
署
・
飯
山

　

少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

　

会
・
防
犯
協
会
女
性
部
と
の

　

合
同
巡
回
補
導
活
動
を
し
て
い

　
ま
す
。

【
有
害
環
境
チ
ェ
ッ
ク
活
動
】

　

各
地
区
内
に
あ
る
店
舗
の
環

境
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
特
に
新
し
く

開
店
し
た
店
・
閉
店
し
た
店
に
つ

い
て
の
情
報
を
把
握
し
て
、
開
店

し
た
店
に
つ
い
て
は
「
青
少
年
健

全
育
成
協
力
店
」
へ
の
加
入
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。（

次
ペ
ー
ジ
へ
）

警察との合同巡回

北飯山駅でのあいさつ運動

大型店舗でのあいさつ運動

いいやま共育フェスティバル

「
飯
山
ら
し
い
学
校
教
育
計
画
」

　
「
教
育
は
百
年
の
計
」
と
言
わ

れ
、国
家
や
地
域
の
人
づ
く
り
は
、

将
来
を
見
通
し
た
計
画
と
、
そ
れ

に
基
づ
い
た
地
道
な
実
践
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
教
育
の
地

方
分
権
化
が
進
み
、
市
町
村
教
育

委
員
会
が
地
域
の
教
育
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
、
責
任
を
持
つ
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

　

飯
山
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平

成
21
年
度
か
ら
「
飯
山
ら
し
い
学

校
教
育
計
画
」
を
策
定
し
て
、
ふ

る
さ
と
飯
山
の
将
来
を
担
う
人
材

の
育
成
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
関
係
す
る
平
成
24
年
度
の
重

点
事
業
の
一
部
に
つ
い
て
述
べ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
心
」

　

飯
山
ら
し
い
教
育
の
ね
ら
い
の

１
つ
は
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
心

を
育
て
る
こ
と
で
す
。
各
学
校
で

は
、
市
の
「
ふ
る
さ
と
学
習
指
導

計
画
」
に
基
づ
い
て
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
に
地
域
の
自
然
や
文

化
や
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
を
大
事
に

し
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
は
ス
キ
ー

や
米
作
り
も
大
事
な
学
習
の
内

容
と
し
て
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
に
公
民
館
や
ふ
る
さ
と
館
と

連
携
し
て
、
子
ど
も
向
け
の
地
域

の
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
講
座
や

体
験
活
動
を
設
け
た
り
、「
飯
山

検
定
」
を
実
施
し
た
り
し
て
、
多

く
の
子
ど
も
達
が
ふ
る
さ
と
飯
山

に
関
心
を
も
つ
学
習
を
充
実
さ
せ

ま
す
。

「
保
小
中
高
連
携
で
学
力
向
上
を
」

　
２
つ
目
の
柱
は
、
新
し
い
時
代

に
生
き
る
確
か
な
学
力
を
育
て
る

こ
と
で
す
。
８
年
前
か
ら
信
州
大

学
教
育
学
部
と
す
す
め
て
い
る

「
小
中
連
携
学
力
向
上
事
業
」
や

飯
山
北
高
と
連
携
し
た
「
中
高
交

流
学
力
向
上
事
業
」
を
一
層
充
実

さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
校
の

英
語
教
育
で
は
、
外
国
人
指
導
助

手
の
人
数
を
増
や
し
た
り
、
小
学

校
英
語
活
動
の
飯
山
市
独
自
の

指
導
計
画
を
作
成
し
た
り
し
て
、

英
語
の
指
導
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
、
保
育
園

と
小
学
校
の
連
携
を
密
に
し
て
、

新
１
年
生
が
ス
ム
ー
ズ
に
学
校
生

活
へ
適
応
で
き
る
よ
う
に
園
や
学

校
生
活
を
改
善
工
夫
す
る
「
保
小

橋
渡
し
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
作
成

し
た
り
、
心
身
の
健
全
な
発
達
を

促
す
「
柳
澤
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
実
施
し
た
り
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
学
力
向
上
で
は
保

育
園
か
ら
高
校
ま
で
連
携
し
て
事

業
を
進
め
、
継
続
的
に
学
力
の
積

み
上
げ
を
図
り
ま
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

　
３
つ
目
の
柱
は
、
地
域
・
家
庭
・

学
校
が
連
携
し
て
教
育
環
境
を

高
め
る
こ
と
で
す
。
教
育
は
学
校

だ
け
で
な
く
、
家
庭
や
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
は
じ
め
て
成
果
が
上

が
り
ま
す
。
連
携
の
具
体
的
な
形

で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

を
、
現
在
秋
津
小
学
校
１
校
の
指

定
か
ら
、
３
校
に
増
や
し
ま
す
。

ま
た
、
学
校
と
家
庭
と
の
連
携
を

強
め
、「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご

は
ん
」
運
動
や
家
庭
学
習
の
あ
り

方
等
を
検
討
し
て
、
子
ど
も
達
の

健
全
育
成
や
学
力
向
上
の
基
盤
に

な
る
家
庭
生
活
の
あ
り
方
に
目
を

む
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
、「
飯
山
ら
し
い
学
校
教

育
計
画
」
に
基
づ
く
主
な
事
業
を

取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

「
諸
課
題
に
対
応
す
る
事
業
」

　
そ
の
他
に
、
不
登
校
児
童
生
徒

支
援
や
特
別
支
援
教
育
・
複
式

学
級
解
消
・
心
の
相
談
員
事
業
等

で
該
当
校
に
市
費
加
配
教
員
を

雇
用
し
て
課
題
解
消
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
の
国
際
交

流
事
業
や
平
和
学
集
派
遣
事
業

等
を
実
施
し
、
生
徒
達
の
体
験
や

視
野
を
広
げ
る
事
業
も
進
め
て
い

ま
す
。

「
保
健
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
」

　

施
設
改
善
と
し
て
は
、
戸
狩
小

学
校
の
大
規
模
改
修
や
、
夏
の
高

温
化
に
対
応
す
る
小
学
校
の
保
健

室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
進
め
ま
す
。

「
小
学
校
の
適
正
規
模
の
検
討
」

　
以
上
の
よ
う
な
教
育
環
境
の
充

実
の
ほ
か
に
、
将
来
の
教
育
事
情

へ
の
対
応
に
も
手
を
つ
け
ま
す
。

そ
の
１
つ
が
、
当
市
で
今
急
速
に

進
ん
で
い
る
少
子
化
の
問
題
に
関

連
し
て
、
本
年
度
か
ら
小
学
校

の
将
来
の
適
正
規
模
問
題
に
つ
い

て
、
教
育
委
員
会
や
関
係
者
の
間

で
検
討
を
始
め
ま
す
。
ま
た
、
城

南
中
学
校
校
舎
の
老
朽
化
に
伴

う
将
来
対
応
に
つ
い
て
も
教
育
委

員
会
や
学
校
・
地
元
関
係
者
と

意
見
交
換
を
す
す
め
ま
す
。

「
教
育
風
土
づ
く
り
を
」

　

当
市
の
教
育
の
一
層
の
振
興
の

た
め
に
は
、
諸
施
策
の
不
断
な
い

積
み
上
げ
を
進
め
な
が
ら
、学
校・

地
域
・
家
庭
が
し
っ
か
り
と
連
携

し
た
「
飯
山
ら
し
い
教
育
風
土
」

を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
が
肝
心
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
関

係
者
が
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
の
責
任
を
果
た
し
、
子
ど

も
達
を
取
り
巻
く
教
育
環
境
改

善
に
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
す
。
こ
ん
な
志
を
市
民
が

共
有
す
る
こ
と
が
、
教
育
風
土
づ

く
り
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
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ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？
（
任
務
等
）

青
少
年
の
健
全
育
成
と
行
動
を
見
守
る

飯
山
ら
し
い
教
育
風
土
づ
く
り
を
目
指
し
て

飯
山
市
教
育
長　

土
屋  

稔



高
等
学
校
）
11
月
15
日
（
市
内

の
各
小
学
校
）

⑤
会
議
・
研
修
・
大
会
等

♦
４
月
・
５
月　

班
長
会

♦
４
月
19
日　

飯
山
市
補
導
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会

♦
４
月
26
日　

総
会
・
研
修
会

　
《
研
修
内
容
》　

チ
ー
ム
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
方
式
に
よ
る
非
行
防
止
教

室
の
モ
デ
ル
例
の
実
演　
《
講
師
》

飯
山
警
察
署
生
活
安
全
刑
事
課

課
長
代
理 

馬
場 

勝 

様　

生
活

安
全
係 

太
田
美
沙 

様

♦
７
月　
い
い
や
ま
共
育
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
１

♦
10
月
20
・
21
日　

関
東
・
甲

信
越
静
地
区
青
少
年
補
導
セ
ン

タ
ー
連
絡
協
議
会
研
修
大
会
「
長

野
大
会
」
兼 

長
野
県
青
少
年
補

導
活
動
推
進
大
会

♦
12
月
14
日　

飯
山
市
子
ど
も

会
育
成
連
絡
協
議
会
と
の
合
同

役
員
会　

28

で
、
任
期
は
２
年
で
す
。

昨
年
度
の
活
動

①
市
街
地
補
導
活
動

５
月
・
10
月 

岡
山
・
事
務
局

６
月
・
12
月 

飯
山
１
・
常
盤

７
月
・
１
月　

秋
津
・
戸
狩

８
月
・
２
月　

東
・
泉
台

９
月･

３
月 

飯
山
２
・
木
島

②
合
同
巡
回
補
導

♦
ゑ
び
す
講　
　

11
月
３
日

♦
い
い
や
ま
雪
ま
つ
り 

２
月
12

日③
有
害
環
境
チ
ェ
ッ
ク
活
動

♦
７
月
・
11
月
・
２
月
に
各
班
ご

と
実
施

④
啓
発
活
動

♦
７
月
１
日
「
青
少
年
へ
の
愛
の

声
か
け
運
動
」　
Ｊ
Ｒ
駅
（
飯
山
・

北
飯
山
・
戸
狩
野
沢
温
泉
）・
大

型
店
舗
で
の
啓
発
。

♦
11
月
８
日
「
朝
の
あ
い
さ
つ
・

声
か
け
運
動
」（
市
内
の
各
中
・

補
導
活
動
っ
て
？

　
『
捕
導
』
で
は
な
く
『
補
導
』

で
す
。「
補
い
導
く
」
こ
と
を
基

本
と
し
た
活
動
で
す
、
教
育
的
視

点
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

大
人
が
子
ど
も
を
心
配
し
、
大

人
か
ら
関
わ
り
を
持
と
う
と
し
た

活
動
が
街
頭
補
導
活
動
で
す
。

　

お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
、
お
兄

さ
ん
、
お
姉
さ
ん
と
し
て
、
地
域

で
少
年
と
出
会
い
、
ふ
れ
合
う
中

で
、「
心
配
さ
れ
る
少
年
の
行
動

に
注
意
を
払
い
、
気
に
か
け
て
い

た
り
、
心
配
し
た
り
し
て
い
る
大

人
も
い
る
」
と
い
う
視
点
で
の
関

わ
り
を
も
っ
て
い
た
だ
く
方
々
が
、

青
少
年
育
成
補
導
員
の
皆
さ
ん
で

す
。

　

学
校
で
は
把
握
で
き
な
い
、
児

童
生
徒
の
心
配
さ
れ
る
様
子
を
見

た
と
き
に
は
補
導
し
、
ま
た
、
好

ま
し
く
な
い
状
況
を
見
か
け
た
と

き
な
ど
も
、
そ
の
場
所
や
内
容

に
つ
い
て
、
速
や
か
に
学
校
な
ど

に
情
報
提
供
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

「
寄
り
添
う
補
導
」

と
「
見
せ
る
補
導
」

　

蹴
散
ら
し
に
行
く
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
、
出
会
っ
て
話
し
を
す
る

た
め
に
補
導
を
行
っ
て
い
ま
す
、

出
会
い
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
腕
章
を
着
用
し
て
街
頭
補

導
活
動
を
す
る
こ
と
で
非
行
の
発

生
を
抑
止
し
、
地
域
の
意
識
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
人
が
や
っ
て
い
る
の

　
一
般
選
出
補
導
員
と
学
校
選
出

補
導
員
か
ら
な
り
、
一
般
選
出
補

導
員
は
、
地
区
区
長
会
長
（
区
長

会
）
が
、
地
区
内
関
係
者
と
協
議

を
し
、
地
区
内
活
動
家
（
青
少
年

育
成
）
の
中
か
ら
推
薦
し
、
市
長

が
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
学
校
選
出

補
導
員
は
、
学
校
長
が
生
徒
指
導

担
当
者
の
中
か
ら
推
薦
し
、
市
長

が
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

補
導
班
は
各
小
学
校
区
単
位

で
編
成
さ
れ
て
お
り
、
飯
山
小
学

校
区
の
み
２
班
あ
り
ま
す
。
こ
の

補
導
員
の
方
々
（
56
名
・
市
報
５

月
号
に
氏
名
掲
載
）
が
飯
山
市
青

少
年
育
成
補
導
員
会
を
組
織
し
、

主
と
し
て
、
補
導
員
と
し
て
の
あ

り
方
や
現
状
理
解
の
た
め
の
研

修
、
各
班
で
の
巡
回
補
導
活
動
や

チ
ェ
ッ
ク
活
動
業
務
の
推
進
連
絡

連
携
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

役
員
は
会
長・副
会
長
（
２
名
）

大会への参加

城南中でのあいさつ運動

ゑびす講での巡回活動

飯山高校でのあいさつ運動

総会・研修会


